
   教員には定年がありますが、「先生」を引退することはできません。「先生」は、いつまでも教え子たちにとっ
て「先生」であり続けるのです。教え子がいくつになっても「先生」として、その言葉が、その存在が教え子た
ちの心の支えとなる、奈良県はそんな「先生」を求めています。


